
 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【雇用保険受給資格者の方】 

・訓練期間中、雇用保険（基本手当）の支給が延長されます。 

・一定の要件がありますので、詳しくは最寄りのハローワークにてお問い合わせください。 

【雇用保険を受給できない方】 

・一定の支給要件を満たす方には、訓練期間中、職業訓練受講給付金が支給されます。 

・支給要件は最寄りのハローワークにてお問い合わせください。 
 

開講月 申込締切日 選考（面接）日 合格発表日 開講日・終了日 

 

7月 

 

7月7日（火） 

 

7月16日（木） 7月17日（金） 
※この日に金沢産業技術専門校よ

り発送及び掲示します。 

令和8年7月28日（火） 

     ～ 令和9年2月26日（金） 
訓 練 休：原則として土・日・祝 
夏季休暇：8月13日～8月15日 

冬季休暇：12月29日～１月3日 
就職活動日：令和9年1月27日（水） 

 

 

 

  

  

  

 

令和8年度職業訓練のご案内 ｅラーニングコース 

この訓練は、石川県が選考した機関に委託して離職者等の就職支援を行うものです。 

5-08-17-190-05-0113 

介護従事者として職業倫理・態度を理解し、関連領域の専門知識と技能・技術を学びます。 

介護・福祉関連事業所において質の高いサービスを提供できる介護員の要請を目指します。 

承認：平成27年10月8日 長第2436号 

介護実務者研修科 

介護福祉士実務者研修の資格取得を目指し、すぐに介護職として働くことを目指すコースです。 

無料駐車場有 

ｅラーニング７月 

●募集対象 
就職(または転職)を強く希望される方で、公共職業安定所長の受講指示等を受けら

れる方、(次のいずれかの理由により、全日・通所制の訓練の受講が難しい方を対

象とします。) 

(1)育児(小学校(義務教育学校前期課程を含む)に就学前の子に限る) 

(2)介護 

(3)通所可能な範囲に職業訓練を実施する機関がない地域に居住している 

(4)在職中である(勤務時間がシフト制の労働者など不安定な就労状態にある方など) 

(または離職中だが特段の事情がある方) 

●訓練期間・訓練時間 
７か月 

在宅訓練：ｅラーニングにつき１日５時間程度 

スクーリング：ＢＥＩＮＧ東金沢校にて対面式の授業 

7/28（火）・8/17（月）・9/18（金）・9/25（金）・10/5（月）・10/26（月）・11/9

（月）・11/16（月）・12/7（月）・12/21（月）・1/4（月）・1/21（木）・2/4（木）・

2/26（金） 

●定員 
１０名（6名より開校予定）※選考により受講者を決定します。 

 
●自己負担 
教科書代１４，０８０円【必須】テキスト代は、開校日 7/28(火)に集金します。

おつりのないように持参ください。 

訓練生総合保険料5,550円+振込手数料（任意加入【推奨】） 
※金額が変更となる場合があります。 

●実施施設 
ＢＥＩＮＧ東金沢校：金沢市福久町ロ１７２番地 

石川県箔商工業協同組合会館内 

駐車場有 敷地内 （無料） 

大場新町バス停前より徒歩５分 

福久東 

至金沢東ＩＣ 

福久 
イオンさん 

大場新町 

バス停 
ドン・キホーテ

８ 

駐車場

無料 

ＢＥＩＮＧ 
東金沢校 

至津幡 

森
本
駅 

 

※受講申込 

各公共職業安定所 （ハローワーク）職業訓練相談窓口まで 

※カリキュラムに関するお問い合わせ先 

BEING 軽海校 小松市軽海町ツ 82-1 梶谷建設         

 ℡.0761-47-1312 

※その他のお問い合わせ先(受験票など) 

石川県立金沢産業技術専門校 金沢市観音堂町チ 9 番地 

℡.076-267-2221 

施設見学実施中!！ 

施設見学をご希望の方は、お気軽にお問い合わせください 

℡ 0761-47-1312 

●開校式 
令和年7月28日（火）午前9：00から 

ＢＥＩＮＧ東金沢校にて行います。 

※開校式に続き午前・午後と授業があります。 

●受講に必要な機器・環境 
以下のパソコン、タブレット、スマートフォンのいずれかの環境が必要です。 
Windows11 以上、MacOS14 以上、ChromeOS、iOS18 以上、iPadOS18 以上、
Android（スマートフォン）15 以上、Android タブレット 15 以上、インターネットの接続
で、動画視聴の際、最大約500Mbの容量を使用します。 
※ｅラーニングの通信費については自己負担となります。 
お使いになる端末の【ログイン】や【アプリの操作】等、初級レベルの操作ができる方が対象で
す。 
※受講を希望される方は、必ず体験版（下記URLまたはQRコード）で動作環境確認をしてください。 

https://youtu.be/WvX7N9NUvsU 

 

※動作確認について不明な点等がありましたら、 
実施予定施設にお問い合わせください。 
 

●介護福祉士実務者研修修了について 
介護福祉士実務者研修を修了する要件は以下の通りです。 

・9/14（月）までに以下の科目の確認テストの合格が必要です。 

 介護の基本Ⅰ コミュニケーション技術 生活支援技術Ⅰ・Ⅱ 介護過程Ⅰ・Ⅱ 

・1/20（水）までに以下の科目の確認テストの合格が必要です。 

 医療的ケア 

・2/24（水）までに以下の科目の確認テストの合格が必要です。 

 人間の尊厳と自立 社会の理解Ⅰ・Ⅱ 介護の基本Ⅱ 発達と老化の理解Ⅰ・Ⅱ 認知症の理

解Ⅰ・Ⅱ 障害の理解Ⅰ・Ⅱ こころとからだのしくみⅠ・Ⅱ 

・BEING 金沢校で行う「介護過程Ⅲ」「医療的ケア」のスクーリングにすべて出席し、それぞれ

の科目試験の合格が必要です。 

●面接場所 
BEING東金沢校  ※面接時間は受験票にてご確認ください。 

受験票は申し込み締め切り後１週間程度でお手元に届きます。 



ＢＥＩＮＧ東金沢校

ｅラーニング７月介護実務者研修科

10名

令和8年7月28日 ～ 令和9年2月26日 (7か月)

１日5時間程度

時間数

行事 2Ｈ

就職支援 13Ｈ

人間の尊厳と自立 5Ｈ

社会の理解Ⅰ 5Ｈ

社会の理解Ⅱ 30Ｈ

介護の基本Ⅰ 10Ｈ

介護の基本Ⅱ 20Ｈ

介護過程Ⅰ 20Ｈ

介護過程Ⅱ 25Ｈ

こころとからだのし
くみⅠ

20Ｈ

こころとからだのし
くみⅡ

60Ｈ

発達と老化の理解Ⅰ 10Ｈ

発達と老化の理解Ⅱ 20Ｈ

認知症の理解Ⅰ 10Ｈ

認知症の理解Ⅱ 20Ｈ

障害の理解Ⅰ 10Ｈ

障害の理解Ⅱ 20Ｈ

医療的ケア 50Ｈ

コミュニケーション 20Ｈ

生活支援技術Ⅰ 20Ｈ

生活支援技術Ⅱ 30Ｈ

介護過程Ⅲ 45Ｈ

医療的ケア実習 10Ｈ

475時間 （学科 350時間 実技 125時間 )

主　要　な　機　械　設　備
ベッド２台・車いす４台・体温計・血圧計・補装具（杖）・介護実習モデ
ル・寝具・医療的ケア実習セット

※記載内容について、一部変更となる場合があります。

過去に実施した職業訓練の
就職率（類似分野）

令和５年度 ※対象訓練なし

令和６年度 ※対象訓練なし

令和７年度 ※対象訓練なし

計 総訓練時間

取得可能な資格・検定
(別途資格試験等の受検を要するもの)

修了時取得できる資格等
(修了時別途資格試験等を受検することなく

取得できるもの)
介護福祉士実務者研修修了(一定の修了要件を満たした方)

実
　
　
　
　
　
　
技

①介護場面における利用者・家族とのコミュニケーション、②介護におけるチームマネジメ
ントとコミュニケーション

①生活支援とＩＣＦ、②ボディメカニクスの活用、③生活支援技術の基本(移動・移乗、食
事、入浴・清潔保持、排泄、着脱、整容、口腔清潔、家族援助等)、④環境整備、福祉用具
活用等の視点
①利用者の心身の状態に合わせた生活支援技術
環境整備・移動・移乗・食事・入浴・清潔保持・排泄・着脱、整容、口腔清潔・休息・睡
眠・人生の最終段階における介護・福祉用具等の活用

①介護過程の実際、②介護技術の評価

医療的ケア演習

①人間の成長・発達、②老年期の発達・成熟と心理、③高齢者に多い症状・疾病棟と留意点

①認知症ケアの理念、②認知症による生活障害、心理・行動の特徴、③認知症の人や家族へ
のかかわり・支援の基本

①医学的側面から見た認知症の理解、②認知症の人や家族への支援の実際

①障害者福祉の理念、③障害による生活障害、心理・行動の特徴、③障害のある人や家族へ
のかかわり・支援の基本

②医学的側面からみた障害の理解、②障害の特性に応じた支援の実際

①介護過程の基礎的知識、②介護過程の展開、③介護過程とチームアプローチ

介護過程の展開の実際

介護に関係した身体の仕組みの基礎的な理解（移動・移乗・食事・入浴・清潔保持・排泄・
着脱、整容、口腔清潔等）

①人間の心理、②人体の構造と機能、
③身体の仕組み、観察・アセスメントのポイント、連携等の留意点
移動・移乗、食事、入浴・清潔保持、排泄、着脱、整容、口腔清潔、休息・睡眠、人生の最

①老化に伴う心の変化と日常生活への影響、②老化に伴うからだの変化と日常生活への影響

訓練概要
介護従事者としての職業倫理・態度の養成及び社会福祉・関連領域の専門知識と技能・技術の習得を学び
ます。質の高いサービスを提供できる介護員を目指します。
介護職に必要なヒューマンスキル・ビジネスマナーを学びます。

訓練目標
福祉業界で必要とされる介護職員としてのスキルを習得し、利用者に対して的確な介護業務ができること
を目指します。介護職として質の高いサービスを提供できるよう継続的な学習ができる人材を目指しま
す。

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
の
　
　
　
　
内
　
　
　
　
容

科　　　　目 科　　　目　　　の　　　内　　　容

学
　
　
　
科

オリエンテーション

自己紹介／自己理解／ジョブ・カードの作成／応募書類／ビジネスマナ－

①人間の多面的理解、②自立と・自立の支援、③人権と尊厳

介護保険制度

①社会と生活のしくみ、②地域共生社会の実現に向けた精度や施策、③社会保障制度、④障
害者総合支援法、⑤介護実践に関連する諸制度

①介護福祉士の役割と機能、②尊厳の保持、自立のむけた介護の考え方と展開、③介護福祉
士の倫理

①医療的ケアの実施の基礎、②喀痰吸引（基礎的知識・実施手順）、③経管栄養
(基礎的知識・実施手順）③救急蘇生法

①介護を必要とする人の生活の理解と支援、②介護実践における連携、③安全の確保とリス
クマネジメント、④介護従事者の安全

訓練カリキュラム 5-08-17-190-05-0113

実施施設名

訓練科名

定員
就職先
の
職務

福祉業界（高齢者・障害者福祉施
設や病院等）での介護員・　訪問
介護員

訓練期間

在宅訓練時間


